
 

一一学学期期  あありりががととううごござざいいままししたた。。    
「一日生きることは 一歩進むことでありたい」の校訓のもと， 

「一日一つずつ，新しくできること，分かること（分からないこと 

が分かることも含む）を積み重ねていこう」と熱弁した始業式から 

74 日間の歩みでした。学習面の新たな学びの他に，苦手だったけ 

ど少し自信がついた，生活面でのできるようになったこと等，その子なりの“一歩進めた”

が 7４こ(以上)あったことと思います。 
 
 『あゆみ』をお子さんと一緒に確認され，“よさ”(努力・頑張り)を認め，“次の目指す姿” 

を共有してほしいです。また夏休み中も“早寝 早起き 朝ごはん”のお声かけをお願いします。 

 

ⅠⅠ  授授業業ササポポーートト等等「「学学びびのの支支援援とと協協力力！！   あありりががととううごござざいいままししたた」」 

 今学期も様々な方々のご理解とご協力のもと，子どもたちの学びの充実が図られました。

本当に有難いことです。ありがとうございました。（７月中旬実施授業は９月に紹介します） 

 次は，クラブ講師と読み聞かせ講師を除く，お世話になった方々の紹介です。 

 

 

 

 
 
【１年生】七尾警察署(くもくん教室) ノトアさん(プール授業)  【２年生】坂井さん(野菜の植え方・育て方) 

 

 

 

 

 

【３年生】能登上布見学    【４年生】町社会福祉協議会・民生児童委員(高齢者疑似体験)  浄水場見学 

 

 

 

 

 
 
【５年生】澤井さん・能登部下の皆さん・JA職員(田植え(上左))        【６年生】町男女共同参画推進の会 
    (株)ライオン(全国小学生歯磨き大会(上中央))    七尾税務署(租税教室(下))    (男女共同授業(上)) 
      着物リメイク会の皆さん(裁縫授業(下)) 
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「咲いた咲いた」（１年アサガオ） 
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ⅡⅡ  シシャャッッフフルル道道徳徳「「異異学学年年交交流流授授業業のの取取組組」」  
本校は単級学校です。６年間，同じクラスの仲間が学び歩んでいきます。「そんなこと，当

たり前でしょ」「それがどうしたのよ」と思われる人も多いのでないでしょうか…。 
 
 子どもたちは，自分の考えをもち，他者との関わり合いを通して，自らの考えを深化・新

化・進化させています。よく頑張っています。しかし，気心知れた同じ仲間での学び合いが

続くことは，人間関係の固定化しやすい環境下において，切磋琢磨や 

相互啓発が行われにくくなるものです。そこで，低中高学年で学期に 

一回の合同道徳授業をしています。 

                        

                        

                                 

                                 

                                 

                                 

 
 
 普段話をしない他者の考えを聴く，または自分の考えを伝える時間は，子どもたちにとっ

ては刺激的？(新鮮な感覚)で，“よりよい自分”の参考になったとの声も聞かれました。 

 

ⅢⅢ  異異学学年年交交流流授授業業「「学学びびをを伝伝ええまますす：：１１年年国国語語科科＋＋２２年年生生活活科科」」 

 ６月２５日(木)は，２年生が１年生に「町探検での発見」を， 

７月２日(木)は，１年生が２年生に「つぼみクイズ」を発表し 

ました。（左：２年発表・右：１年発表）  
 昨年度も書きましたが，相手意識 

を抱きながらの学びは，児童個々の 

思考時間を“全集中”“より充実”に 

しています。良き学びの最終章の姿！ 
 

ⅣⅣ  感感動動ののああるる ((心心をを動動かかすす))学学びび「「体体験験学学習習をを大大切切ににししまますす」」 

「すごーい！」「へぇー」「あっ，ほんとや！」…  

授業中，こんな子どもの声が聞かれる場面が 

多くなったと感じた一学期でした。 

 その子が真剣に考えた(悩んだ)末に，新しい 

発見や理由を伴った納得，疑問が解決した瞬間 

に発せられる言葉！ 私は大好きです。  
自力で獲得した正しき知識(技能)は，定着しやすく，忘れにくい学力になると思います。

二学期も子どもの主体的な学びのために，有効な体験活動も考えてまいります。 

（右上写真は，２年生算数授業：「10dL=１L」って本当か？を実証実験中。「すげぇー，ピッタリやー」の歓声あがる） 
 

 

♪ トピック「ピカチュウがやってきた」   
 １３日(月)午後，鹿西小に人気者が登場(右)。 
 ポケモン・ウィズ・ユー財団の進行のもと，全 
校(縦割り班)でゲームを楽しみました。また，学 
年ごとにピカチュウと写真撮影をしました。 
 
 ピカチュウとハイタッチして戻った教室からは，  

「何か，ハッピーな気分やわ」「会えてよかった」 

との声が聞こえてきました。元気もらえたね。 

左下：５・６年シャッフル道徳（多目的室で合同） 

右下：１・２年（各教室）  右：３・４年（各教室） 


